
 

 

作文・絵作文コンクール 

優 秀 作 品 集 
（令和３年度版） 

全国の附属学校園の子どもたちが先生との思い出や感謝の気持ちを 

作文・絵作文で表現したものを一冊の作品にまとめました 

     一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 



 

 

 この度、一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会主催の第４回「作文・絵作文コ

ンクール」が開催され、全国の幼児・児童・生徒の皆様から多数の応募を得て、大変充実し

た取組となったことを心よりお喜び申し上げます。 

 長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、子供たちの安全を守りながら学びを止め

ない取組を継続する一方で、非常にかけがえのない学校生活に制限が出ている中で、保護者

や教職員の方々が一致団結して子供たちの成長を願い、少しでもよりよい環境を作りたい

と、様々な創意工夫を行っていただいていることに、心より感謝申し上げます。 

 「教育は人なり」と言われるように、教師は子供たちの人生を変える存在であり、人との

かかわり合いの中で自身も成長することができる、大変魅力ある職業です。本コンクールの

入賞作品からは、教師と交わした日頃の何気ない会話や行動から子供たちが感じる、教師に

対する尊敬の念や感謝の気持ちが伝わってきて、教師が子供たちの心を育て、将来へ導く大

切な価値ある職業として認識され、教師自身の志気を高めることにつながる、極めて有意義

な取組であると思います。 

 今後とも、本コンクールの更なる充実とともに、国立大学附属学校がより一層、全国の学

校をリードし、我が国の教育の発展に寄与する存在として発展されることを祈念いたしま

す。  

 

 

 

 

 文部科学省 総合教育政策局 教育人材政策課    

       課 長  小幡 泰弘 

作文・絵作文コンクール」に寄せて 
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ご挨拶 

平素は（一社）全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の事業にご理解とご協力を賜り厚く御礼

申し上げます。「作文・絵作文コンクール」の開催および優秀作品集の発行にあたり、主催者

を代表して一言ご挨拶を申し上げます。 

今年で第４回目を迎えた「作文・絵作文コンクール」は、わが国の教育を支えて下さってい

る教職員の皆様へ感謝の気持ちを届けたい、そして、その感謝の気持ちを表す「教師の日」の

制定へ向け、国立大学附属学校のＰＴＡとして支援する目的で企画・開催されてきました。 

今年度もたくさんの応募をいただき、コロナ禍の様々な制約を受けながら、子どもたちがい

つも通りの気持ちで学校生活が送れるようご尽力いただいている先生方の姿が作品の中から感

じられました。また、先生という存在は子どもたちにとってとても大きく、子どもたちは先生

方の言葉一つ一つや一緒に過ごす時間から多くのことを学び成長していくのだと改めて感じま

した。 

この作品集が、子どもたちから全国の教職員の皆様に感謝の気持ちとなって届きますよう、

そして、教員をめざす学生の皆様にも手に取って読んでいただくことが出来たら幸いです。 

最後になりましたが、本コンクールを開催するにあたり、ご多忙の中、審査委員長を快くお

引き受けくださいました児童文学作家のくすのきしげのり先生に感謝の意を表するとともに、

たくさんの感謝の気持ちを作文・絵作文にして応募してくれた全国の子どもたちが、これから

も健やかに成長されることを、心より御祈念申し上げます。 

 

 

 

 

 

一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 

        会 長  大竹 昌士 
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～くすのき先生からのひと言～ 

  学芸会での劇『M星人の地球旅行』で考えた「人と違うのは悪いことではない」ということ、ふだんの生活

の中でよく使う「ふつう」という言葉への疑問、そして自分が植えたビオラの花の生育から個体の成長差と、

それは自然なことであるという気づき．先生や友だちとの学校生活の中で「みんなちがってみんないい」とい

うことを実感できた様子がよくわかります。他者と自分の差異を認めながら、自分らしくがんばっていきたい

という思いを心から応援します。 
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会長賞 

福岡教育大学附属福岡小学校 ３年 川野 結太  
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優秀賞 絵作文 
宇都宮大学共同教育学部附属幼稚園  年中 大河原 藍  

～くすのき先生からのひと言～ 

 毎朝、登園する子どもたちの気持ちの変化に気づいてやさしくサポートしてくれる先生。大好きな先生と過

ごす楽ししい気持ちがのびのびと描かれています。  
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優秀賞 絵作文 
愛知教育大学附属幼稚園  年長 柳本 彩羽  

～くすのき先生からのひと言～ 

 何をして遊ぼうかと考えながら毎日登園しているのですね。先生や友だちとする楽しいドッヂボールの様子

が巧みに描かれています。  
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優秀賞 絵作文 
福岡教育大学附属福岡小学校  ２年 佐藤 湊人  

～くすのき先生からのひと言～ 

 転校して来た日、新しい学校生活に対する不安がいっぱいで緊張していたとき、先生の一言で落ち着くこと

ができたのですね。まさしく魔法の言葉でしたね。  
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優秀賞 絵作文 
福岡教育大学附属小倉小学校  ４年 岩田 優馬  

～くすのき先生からのひと言～ 

 先生から勉強の楽しさを教わったのですね。それが作者にとって一つ一つの学習内容以上に大切であったこ

とが、先生と自分を描いた絵からもわかりますね。  
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優秀賞 絵作文 
北海道教育大学附属札幌小学校  ６年 髙倉 小桃愛  

～くすのき先生からのひと言～ 

 先生方から学んだ６年間はかけがえのないものです。６年生のこの時期にこうして振り返ることは、きっと

未来について考えることを後押しするはずです。  
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優秀賞 絵作文 
香川大学教育学部附属坂出中学校  ３年 小倉 朱理  

～くすのき先生からのひと言～ 

 苦手だった古典が得意になったのですね。丁寧に仕上げられた絵からもその思いが伝わってきます。高校で

もたくさんの古典に親しんでください。  
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～くすのき先生からのひと言～ 

  友だちとのトラブル、転んでけがをしたとき、そのあとには先生の優しいまなざしがあります。

先生のような人になりたいという言葉がすてきです。  
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優秀賞 作文 

滋賀大学教育学部附属幼稚園  年長 花谷 芙美  
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～くすのき先生からのひと言～ 

 発表会で歌う場面や振り付けについて、先生の的確なアドバイスをさらに自分でよく考えられ

たことが臨場感たっぷりにいきいきと表現されています。  
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優秀賞 作文 

秋田大学教育文化学部附属小学校  １年 津司 昌宗  
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～くすのき先生からのひと言～ 

 新型コロナ禍でのリモート授業。それを少しでも楽しく充実した学びとするために工夫をして

くださった先生への感謝の思いが丁寧に書かれています。  



 

 

優秀賞 作文 

茨城大学教育学部附属小学校  5年 園部 柚玲彩   
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～くすのき先生からのひと言～ 

 小学校卒業時に先生から贈られた言葉を今振り返ったとき、そこには現在の自分と真摯に向

き合う１４歳の自分がいることがよく書けています。  



 

 

優秀賞 作文 

香川大学教育学部附属坂出中学校  ２年 安藤 ひかり   
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審査委員長講評 
 この「作文・絵作文コンクール」のテーマは、「先生へのメッセージ」や「先生との思い出」です。 

 第４回目を迎えた今年も全国の国立大学の各附属学校から、たくさんの素晴らしい作品の応募がありま

した。そこには、一昨年から続く新型コロナ禍にあって、子どもたちの安全安心に細心の注意を払いなが

ら、なおかつ確かな学びや豊かな体験を成立させるためにご苦労されている先生方の姿が書かれていまし

た。 

 私は現場にいる間、子どもたちに「将来何になりたいか」だけではなく「将来どんな人になりたいか」

をずっと問いかけてきました。「将来何になりたいか」の問いに子どもたちが考えて答えるとき、それ

は、野球選手、大工、保育士、教員と、「職業」に関わるものとなります。一方、「将来どんな人になり

たいか」と問いかけると、子どもたちからは、「優しい人になりたい」「親切な人になりたい」「正直な

人になりたい」さらに言えば、そうした生き方を子どもの前で示している「お母さんのような人になりた

い」「○○先生のような人になりたい」といった答えが返ってきます。これらは、「生き方」に関わるも

のです。私は、子どもたちには、「将来何になりたいか」「将来どんな人になりたいか」この二つをもっ

て夢・志としてほしいと考えます。 

 今年の作品の中には例年以上に「先生のような人になりたい」との言葉がたくさん見られました。新型

コロナ禍の中にあって、がんばっておられる先生方の様子を子どもたちは実によく見て、一人ひとりに関

わり、認めて、ほめて、励ましてくれる先生方の温かいまなざしを感じ取っているということです。それ

はまさしく素晴らしい教育の形である「感化」に他なりません。  

審査委員長略歴 

 1961年生まれ、徳島県鳴門市在住。鳴門教育大学大学院修了。 

 小学校教諭、鳴門市立図書館副館長を経てオフィスＫＵＳＵＮＯＫＩを設立。現在は作家として児童文

学を中心とする創作活動と講演活動を続けている。 

 絵本『おこだでませんように』（小学館）が2009年度全国青少年読書感想文コンクール課題図書に、

2011年には、IBBY（国際児童図書評議会）障害児図書資料センターが発行する推薦本リスト「世界のバリ

アフリー絵本」に選出される。 同作品で第２回ＪＢＢＹ賞バリアフリー部門受賞。2013年には『メガネ

をかけたら』（小学館）が全国青少年読書感想文コンクール課題図書に選定される。 

 『ええところ』(学研)、『ともだちやもんな、ぼくら』『ええことするのは、ええもんや』 (共にえほ

んの杜)『ダメ！』(佼成出版)『しょうじき５０円ぶん』(廣済堂あかつき)等、 教科書掲載作品をはじ

め、『Life(ライフ)』(瑞雲舎)、『あなたの一日が世界を変える』(ＰＨＰ研究所)『海の見える丘』(星

の環会) 、「いちねんせいの一年間」シリーズ(講談社)、「すこやかな心を育む絵本」シリーズ(廣済堂

あかつき）など、140タイトルを超える児童文学作品は、日本および海外で広く読まれている。 

 

・日本児童文芸家協会評議員・徳島児童文学会会長 

・四国大学文学部非常勤講師（絵本・児童文学創作） 

くすのき しげのり オフィシャルホームページ  

   http://www.kusunokishigenori.jp/ 
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審査委員長 児童文学作家 くすのき しげのり 



 

 

優秀賞 作文 
北海道教育大学附属特別支援学校  柏谷 翔唯  

～くすのき先生からのひと言～ 

 木工作業の中でも思い出に残る、先生と試行錯誤しながらサイドテーブルを作ったとき

の様子や、工夫を重ねることの大切さがいきいきと書かれています。  
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・主催  一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 

・担当  広報委員会 

・発行日 令和４年６月 


